	第２回多治見市地域包括支援センター運営協議会議事録

	
	日　時：平成28年３月８日（火）

	
	13:30～14:30

	
	場　所：多治見市役所駅北庁舎　４－１会議室


	出席：
	荒木登志枝委員、、加納忠行委員、橋本和夫委員、長谷川洋子委員
星野保隆委員、山田隆司委員、山中克仁委員、渡辺博貴委員
（ｱｲｳｴｵ順）

	欠席：
	小鞠清子委員、田中英次委員（ｱｲｳｴｵ順）


事務局：
福祉部： 纐纈部長
高齢福祉課：杉村課長、春田リーダー、小栗リーダー、三浦、西尾
地域包括支援センター：澁谷課長
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	定刻となりましたので、ただ今から平成27年度第２回多治見市地域包括支援センター運営協議会を開催します。本日は、大変お忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうございました。
会議に入る前に資料の確認をさせていただきます。

資料１　精華地域包括支援センター事業の委託法人の選考結果について　      

資料２　平成27年度多治見市地域包括支援センター事業報告　　　　　      

資料３　平成27年度多治見市高齢者支援センター事業報告　　　　　　       

資料４　平成27年度認知症地域支援推進員活動報告　　　　　　　　　       

資料５　平成28年度多治見市地域包括支援センター事業実施方針　　　       

資料６　平成28年度多治見市地域包括支援センター事業計画書　　　         

資料７　平成28年度多治見市地域包括支援センター事業委託予算書　　　　　

資料８　平成28年度多治見市高齢者支援センター事業計画書　　　　　       

資料９　平成27年度予防給付ケアマネジメント業務再委託契約事業所　       

資料10 平成28年度予防給付ケアマネジメント業務再委託契約更新予定事業所 

資料11  地域密着型サービス事業所の指定更新について　　　　　　　　　　　

資料12　地域密着型通所介護の創設について　　　　　　　　　　　　　　　　

資料13  たじみ見守りかわら版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料14  地域見守り情報便                                      　　　　　

資料15  さんあいカフェ案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料16  介護医療情報連携シート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

それでは、次第に沿って進めさせていただきます。

はじめに、福祉部長よりあいさつ申し上げます。

～あいさつ～
それでは、ここからの進行は、会長にお願いします。

それでは、これより議題に入ります。議題１．精華地域包括支援センターの開設について、事務局から説明願います。
―資料に基づき説明―
精華地域包括支援センター事業の委託法人の選考結果及び開設について
事務局の説明について、意見等ありませんか。

―意見なし―

議題１について、了承します。

続いて、議題２．平成27年度事業実施報告について、事務局から説明願います。
―資料に基づき説明―
事務局の説明について、質問や意見等ありませんか。
第２層協議体というのは、どのようなことを協議して、委員はどういう人がなるのですか。協議するだけで意見を参考にするという程度の協議体ですか。

各地域で熱心に地域福祉活動をされている方々にお知恵をお借りして地域づくりをするというイメージです。メンバーは地域社協の役員をやっている方や他には地域でボランティアをやっている方、生協やシルバー人材センター等地域で活躍している事業所の方に参加していただければと考えています。一緒に地域づくりをする土台になるものです。
他に質問や意見等ありませんか。
―意見なし―

それでは、議題２について、了承します。

続いて、議題３．平成28年度事業計画について、事務局から説明願います。
―資料に基づき説明―

事務局の説明について、意見等ありませんか。

認知症の方が増えてきていると思いますが、多治見市の地域別の認知症の人数や割合はわかっていますか。
地域的には出していません。数値的な評価はしていません。
個別でケアマネジャーがケアプランを作成する時には認知症のことを把握するので、地域包括支援センターが全体として掴んでおり、何かあれば個別に支援しています。

毎年同じ施策ではなく、認知症の方が多い地域は手厚くして事業の回数を多く開催したり、声かけしていくことが必要ではないかと考えます。

手法を色々考えながら検討していきたいと思います。

見守りかわら版は高齢者に配布しているということですが、高齢者にとっては
同じものが投函されれば「かわら版」という認識はあると思います。色々なものが回覧板で回ってきた時に、かわら版だったら何色というふうに、一つの色に統一すると受け取る側にとってはわかりやすいし、話もしやすいと思います。

発行した月によって号が違うことがわかるように色を変えたのだと思いますが、今のご意見も確かだと思います。地域包括支援センターの作成担当者もまじえながら検討したいと思います。

認知症地域支援推進員や認知症サポーターはどのような人で、多治見市にはどれくらいいるのですか？

認知症地域支援推進員は多治見市に地域包括支援センター職員と兼務で1名おります。業務としては困難ケースの相談はもちろん、認知症施策を行政と一緒に考えていきます。認知症サポーターは、国で決められているプログラム、テキストを使った講座を受け、認知症についてや認知症の方の見守りを勉強された方です。多治見市には延べ5,000人程度です。来年度はそのサポーターの方々のフォローアップ研修を行います。
認知症地域支援推進員は特別なライセンスがあるのですか。
国で決められた認知症地域支援推進員の専門研修を受けた方です。

多治見市の医師の中にもそういう方はみえますか。

市が中心となって設置する委員で、多治見市ではたまたま社協の地域包括支援センターに配置しているということですので、全国的にも医師が認知症地域推進員という自治体はなかなかないと思います。
他に質問や意見等ありませんか。
―意見なし―

ないようでしたら、議題３について了承します。
それでは、続いてその他について事務局から説明願います。

―資料に基づき説明―

介護・医療情報連携シートについて

事務局の説明について、意見等ありませんか。

―意見なし―

それでは、これをもちまして、第２回多治見市地域包括支援センター運営協議会を終了します。
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